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ＡＣＳ（Acute Coronary Syndrome）で入院した患者の重症度によるストレス内容の比較 
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（目的）ＡＣＳの重症度による病状の受け止めや環境への感じ方の違いを調査し，比較する．（研究方法）対象者は，ＡＣＳで

ＰＣＩ後，室内歩行が可能になった患者とした．データ収集は，Ｂ．Ｖｏｌｉｃｅｒの「Ｈｏｓｐｉｔａｌ Ｓｔｒｅｓｓ Ｒ

ａｔｉｎｇ Ｓｃａｌｅ」を川口らが日本語版尺度にした入院生活のストレス場面の３８項目と，籏持の文献を参考に作成し

た患者の心理１２項目で質問紙調査を行った. 分析方法は，前述の３８項目のうち，川口らが明らかにした８つのストレス因

子に関連する１９項目，患者の心理１２項目を用い，ＣＰＫ：３２００以上，かつＥＦ：３０％以下の患者を重症，その他は

軽症とし結果を比較した．（結果）同意を得られた１３名のうち，有効回答は６名(重症３名・軽症３名)であった． 患者のス

トレス内容の比較を行い以下のことがわかった．１）重症者は，情報の欠如があり，疾患に対する恐怖や不安を感じていた ２）

重症者は，元の生活に戻れるかどうかについてストレスを感じていた ３）物理・化学的環境への不安は，重症・軽症の両者

にストレスとなっていた ４）重症者，軽症者ともに自分自身を重症と感じていた ５）軽症者は，安静制限や拘束感につい

てストレスを感じていた （結論）ＡＣＳの重症者と軽症者のストレス内容に大きな差異はなかった．しかし，重症に関わら

ず，自分自身を重症と考えており，精神的サポートが必要である．特に重症者では退院後の生活に不安を感じており更なる支

援が必要である． 

 


